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＜現行計画の構成要素＞ 
 目指す姿（理想とするのは…） 
 成果指標（施策の指標） 
 現状・課題 
 具体的な取り組み（取組んでいきます！） 
 活動指標（めざしていきます！） 
 市民意見の紹介（市民のみなさんからの意見） 

基本計画の構造・フォーマットの検討 

◎取組内容を担当課ごとに記載 
施策レベルで担当課を１つ示しているが複数
ある場合に対応できていない 
⇒「具体的な取組（事業）」を担当課ごとに
記載する（施策単位では主管課を記載） 

＜今回見直したい検討事項＞  

◎施策の目標⇒アウトカム指標に 
施策単位の指標はアウトカム指標になるよう
精査し、継続的に計測できる統計・市民意識
指標とする。指標の表現をシンプルにし、統
計指標と市民意識指標を分けて示す 

◎KGIの設定 
基本目標レベルに重要目標指標（KGI）を設
定する 

◎現状・課題⇒施策の取組方針と分ける 
現状と課題の記述の中に取組方針が混ざっ
ているため、記述をしっかり書き分ける 
◎市民意見の紹介⇒数値データで端的に 
市民の自由意見の紹介は断片的・部分的に
ならざるを得ないため、現状・課題を客観
的な数値で紹介できるものを中心とする
（関連する市民意識調査、個別計画で実施
した調査等の結果から） 

◎活動指標⇒プロセス指標に 
取組レベルに紐付く指標は、施策の成果指標
と関連し、進捗を追えるプロセス指標のみで
厳選する 

＜新規追加したい事項＞  

SDGsとの関連を示すアイコン表示 
施策の取組方針に３つのチャレンジ指針と
の対応を記述する 

共創の方針を示す（行政・市民・市民団
体・事業者それぞれの役割を記述） 

◎目指す姿 
「目指す姿」の内容を施策目標（成果目標）
も意識して端的に記述。「～まち」ではなく、
「～を目指します」と表記する 

【資料５】



2 

第六次総合計画のフォーマット案 

施策１ 人権尊重・共生社会の実現 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を目指します 

現状値 目標 

統計指標 
市民指標 「人権が尊重さ

れる社会の実
現」満足度 

成果指標（アウトカム指標） 

◆現状と課題 

・・・・ 

◆主な取り組み 

内容 担当課 
学校や社会・家庭などにおける人権教育を推進します。 
市民を対象とした人権教育に関する講座を開催します。 

人権問題に関する学習活動の支援や推進体制の整備
を進めます。 

人権同和
政策課・人
権同和教
育課 

◆進捗管理指標（プロセス指標） 

◆共創のまちづくり方針と各主体の役割 

主体 期待される役割 

市民 

市民団体 

事業者 

◆目指す姿 

現状・課題を示すデータを紹介 
（統計、市民意識調査、個別計画調査等

から） 

指標 現状値 目標 

 関連するSDGｓアイコンを
表示 

 共創のまちづくりの方
針と主体の役割を明記
する 

・・・・・・ 

基本目標１  多様性を認め合い、誰もが活躍できるまち 

基本目標の方針・目指すまちの姿 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

現状値 目標 

重要目標指標（KGI） 

基本施策１  一人ひとりが大切にされ活躍できるまちづくり 

基本施策の方針・考え方  ・・・・・・ 

 基本目標とKGIは基本構想
部分にまとめて記述する 

基本目標１  多様性を認め合い、誰もが活躍できるまち 

 統計指標か市民指標かわか
るようにする 

 現状と課題を明記（施策の
方向性は書かない） 

 目指す姿を端的に表現 

 現状と課題を端的に示す
データを紹介（市民意見も
意識する） 

◆施策の取組方針 

・・・・ 

（２）多文化共生の推進 

（１）人権教育の推進 

内容 担当課 
外国籍の方に生活情報を適切に伝えます。 

文化や生活慣習などを正しく理解し尊重市会える国際
理解教育の推進と国際交流活動を支援します。 

市民課 

 現状・課題や時代背景を踏ま
えた重点的な取組方針を記述。 

 ３つのチャレンジ「継承」
「進化」「学びと行動」に対
応する取組方針を明記。 

 プロセスを管理するた
めに継続的に計測でき
る指標を厳選 

継承 

進化 

学びと行動 

 取組内容は端的に記述 
 取組別に担当課を明記 


